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開
場
式
は
午
前
十
時
か
ら
、
せ

ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
五
階
の

書
道
展
会
場
前
で
行
わ
れ
た
。
式

に
は
主
催
七
団
体
の
宮
城
県
芸
術

協
会
、
宮
城
県
、
仙
台
市
、
県
教

委
、
市
教
委
、
河
北
新
報
社
、
県

文
化
振
興
財
団
の
各
代
表
と
、
書

道
部
、
工
芸
部
を
中
心
と
し
た
芸

協
会
員
ら
多
数
が
出
席
。
芸
術
祭

会
長
の
小
山
喜
三
郎
県
芸
協
理
事

に
『
宮
城
県
文
芸
年
鑑
』
所
収
の

作
品
や
、
工
芸
展
の
作
品
に
水
滴

な
ど
文
房
清
玩
展
が
特
別
に
展
示

さ
れ
る
な
ど
各
展
に
大
き
な
工
夫

が
み
ら
れ
た
。

　

記
念
行
事
「
芸
術
ふ
れ
あ
い
広

場
Ⅲ
」
は
九
月
二
十
七
日
、
せ
ん

だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
一
階
で
開

催
さ
れ
た
。
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
・
赤
間
裕
子
さ
ん
の
司
会
進

行
で
午
前
十
時
三
十
分
、
小
山
喜

三
郎
理
事
長
の
挨
拶
、次
に
華
道
、

邦
楽
（
尺
八
）
と
文
芸
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
開
幕
。
舞
踊
と
音

楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
終
了

し
た
午
後
三
時
ま
で
休
み
な
し
の

公
演
に
、
訪
れ
た
人
た
ち
か
ら
拍

手
が
続
い
た
。
芸
術
祭
は
こ
の
あ

と
文
学
散
歩
、
絵
画
展
、
華
道
展
、

彫
刻
展
、写
真
展
、茶
会
、音
楽
会
、

長
唄
演
奏
会
、
文
芸
祭
の
開
催
ほ

か
『
文
芸
年
鑑
』
が
発
行
さ
れ
た
。

　

ま
た
地
方
巡
回
展
は
絵
画
・
書

道
展
が
大
河
原
町
仙
南
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー
と
、
登
米
市
登
米
総
合

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。
工
芸
展

は
、
栗
原
文
化
会
館
で
、
写
真
展

は
石
巻
市
雄
勝
硯
伝
統
産
業
会
館

で
開
か
れ
た
。

　

ほ
か
に
芸
術
祭
参
加
行
事
は
期

間
中
に
仙
台
三
曲
協
会
定
期
演
奏

会
、
洋
舞
合
同
公
演
が
あ
っ
た
。

長
が
「
芸
協
四
十
五
周
年
を
記
念

し
て
〝
芸
術
ふ
れ
あ
い
広
場
Ⅲ
〟

を
開
催
す
る
。
従
来
も
芸
術
祭
を

通
し
て
多
く
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
っ

た
が
、
今
年
は
さ
ら
に
一
歩
進
め

て
、
県
民
参
加
型
へ
視
点
を
変
更

し
て
い
き
た
い
。〝
芸
術
ふ
れ
あ

い
広
場
Ⅲ
〟
に
期
待
を
寄
せ
て
い

る
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
あ
と
、
書
道

展
・
工
芸
展
が
開
幕
。
書
道
展
で

は
六
部
三
百
五
十
四
点
、
工
芸
展

で
は
六
十
七
点
の
力
作
を
展
示
。

開
場
式
の
あ
と
書
道
展
会
場
で
は

髙
橋
孤
舟
参
事
が
、
工
芸
展
会
場

で
は
渡
邊
つ
る
子
理
事
が
解
説
を

担
当
し
、鑑
賞
者
が
耳
を
傾
け
た
。

　

今
年
の
特
徴
は
、
各
部
門
間
の

交
流
が
耳
目
を
ひ
い
た
。
芸
協
が

創
立
し
て
四
十
五
周
年
と
な
り
、

成
熟
期
を
迎
え
た
象
徴
と
も
い
え

る
。
た
と
え
ば
書
道
展
の
出
品
作

　

第
四
十
六
回
宮
城
県
芸
術
祭
が
九
月
二
十
五
日
の
書
道
展
・
工
芸
展

を
皮
切
り
に
、
十
一
月
二
十
四
日
の
閉
会
式
ま
で
の
約
二
ヶ
月
間
開
催

さ
れ
た
。
ま
た
創
立
四
十
五
周
年
を
祝
っ
て
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

ク
一
階
を
会
場
に「
芸
術
ふ
れ
あ
い
広
場
Ⅲ
」が
開
か
れ
た
。
巡
回
展
は
、

大
河
原
町
、
登
米
市
、
栗
原
市
、
石
巻
市
の
四
ヶ
所
で
開
催
さ
れ
た
。

　

第
四
十
六
回
宮
城
県
芸
術
祭
の

閉
会
式
は
十
一
月
二
十
四
日
午
後

六
時
か
ら
ホ
テ
ル
仙
台
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
た
。
授
賞
式
の
あ
と
各

賞
の
受
賞
者
を
囲
ん
で
来
賓
と
芸

協
会
員
の
懇
親
会
が
持
た
れ
た
。

第
46
回
宮
城
県
芸
術
祭
が
開
幕

閉
会
式
は
11
月
24
日

書
道
・
工
芸
展
で
皮
切
り

〝
芸
術
ふ
れ
あ
い
広
場
〟

45　周　年
記念事業

書
道
展
会
場
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
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芸
協
創
立
四
十
五
周
年
記
念

「
芸
術
ふ
れ
あ
い
広
場
Ⅲ
」
が
、

九
月
二
十
七
日
（
日
）
十
時
三
十

分
か
ら
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

ク
一
階
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア
で
開

催
さ
れ
、
音
楽
（
洋
楽
・
邦
楽
・

長
唄
）・
舞
踊
・
文
芸
・
書
道
・

茶
道
・
華
道
の
部
門
の
垣
根
を
越

え
た
競
演
の
ス
テ
ー
ジ
が
、
華
や

か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

小
山
喜
三
郎
理
事
長
挨
拶
の
後
、

早
速
〈
華
道
、
邦
楽
（
尺
八
）
と

文
芸
〉
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

尺
八
の
演
奏
に
乗
せ
な
が
ら
〝
秋

の
山
を
活
け
る
〟
の
テ
ー
マ
の
も

と
花
が
活
け
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の

模
様
を
文
芸
部
（
短
歌
・
俳
句
・

川
柳
）
の
各
会
員
が
即
詠
し
た
。

そ
の
後
、
短
冊
や
色
紙
に
揮
亳
し
、

即
詠
の
朗
読
と
解
説
が
行
わ
れ
た
。

　

会
場
に
は
、
茶
道
部
に
よ
る
呈

茶
席
も
設
け
ら
れ
、
一
気
に
華
や

い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　

続
い
て〈
尺
八
三
重
奏
〉で「
星

月
夜
」、
そ
し
て
ス
テ
ー
ジ
に
は

緋
毛
氈
が
敷
か
れ
、〈
唄
・
三
味

線
・
囃
子
〉
と
総
勢
二
十
七
名
に

よ
る
長
唄
「
神
田
祭
」
や
、〈
筝
・

尺
八
〉
に
よ
る
「
千
鳥
の
曲
」
の

演
奏
が
あ
り
、
午
前
の
部
の
締
め

く
く
り
は
書
道
部
会
員
に
よ
る
揮

毫
。
は
じ
め
に
嵯
峨
大
拙
氏
。
次

に
池
田
僊
雲
氏
。
池
田
氏
は
特
設

ス
テ
ー
ジ
前
い
っ
ぱ
い
に
拡
げ
た

八
メ
ー
ト
ル
×
十
六
メ
ー
ト
ル
の

用
紙
に
、
超
特
大
の
筆
二
本
を
組

合
せ
て
「
仙
臺
」
の
文
字
を
揮
毫
、

さ
ん
さ
時
雨
の
元
唄
を
吟
じ
、
作

品
に
気
を
入
れ
る
入
魂
の
空
手
の

型
も
披
露
さ
れ
た
。

　

午
後
か
ら
は
洋
楽
会
員
に
よ
る

〈
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
〉
や
、〈
尺
八
二

部
合
奏
〉
で
「
夕
月
」〈
筝
・
尺
八
〉

で
「
光
陰
」、〈
筝
・
三
絃
・
尺
八
〉

に
よ
る
「
都
の
春
」
が
演
奏
さ
れ
、

最
後
は
舞
踊
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
。
舞
踊
部
は
、
仙
台
・

石
巻
か
ら
四
団
体
が
参
加
。
そ
れ

ぞ
れ
が
洋
楽
部
会
員
四
名
に
よ
る

ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
に
乗
せ
て
「
マ
・

メ
ー
ル
・
ロ
ア
」「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ

ド
ス
ト
ー
リ
ー
」「
ス
カ
ラ
ム
ー

シ
ュ
」「
ス
ラ
ブ
舞
曲
」
を
華
麗
に

踊
り
、ま
た
こ
の
間
、二
台
八
手
（
ピ

ア
ノ
二
台
を
使
っ
て
四
人
で
連
弾
）

で
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
よ
り
ワ
ル
ツ
」

の
演
奏
も
あ
っ
た
。
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
・
赤
間
裕
子
さ
ん
の
明

る
く
爽
や
か
な
司
会
進
行
の
も
と
、

約
百
席
設
け
ら
れ
た
客
席
も
常
に

立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
満
員
。
芸
術

協
会
の
力
が
見
事
に
結
集
さ
れ
、
大

盛
況
の
裡
に
午
後
三
時
に
終
っ
た
。

（
音
楽
部
・
洋
楽　

大
崎
健
二
記
）

ふれあい広場Ⅲ
理事長あいさつ

即詠できましたか？

二
台
八
手
の
ピ
ア
ノ
演
奏

一
服
ど
う
ぞ
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みんなの芸術

おどる少女たち

秋の山を活ける

長唄「神田祭」

尺八の調べ

ひびく「都の春」

揮毫「仙臺」
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韓
国
大
邱
か
ら
〝
イ　

カ
ン
タ

ン
テ
ィ
男
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
〟
の

一
行
が
仙
台
を
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。
六
月
二
十
一
日
（
日
）
午
後

四
時
よ
り
、
仙
台
市
青
年
文
化
セ

ン
タ
ー
に
於
て
、
仙
台
・
大
邱
交

流
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
、
満
場
の

聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

日
・
韓
交
流
を
謳
い
、
社
団
法

人
宮
城
県
芸
術
協
会
を
あ
げ
て
取

り
組
ん
だ
こ
の
音
楽
会
は
、
開
催

時
刻
よ
り
随
分
早
く
か
ら
コ
ン

サ
ー
ト
受
付
前
に
、
お
客
様
の
長

蛇
の
列
が
で
き
る
盛
会
ぶ
り
で
、

満
席
の
ホ
ー
ル
内
の
熱
気
に
も
感

　

平
成
二
十
一
年
度
の
宮
城
県
中

国
吉
林
省
文
化
交
流
事
業
と
し
て

中
国
吉
林
省
京
劇
院
宮
城
公
演

が
、
十
月
七
日
午
後
二
時
よ
り
東

京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
で

開
催
さ
れ
た
。
演
目
は
日
本
で
も

な
じ
み
深
い
「
西
遊
記
」
や
「
水

滸
伝
」
で
あ
っ
た
。
吉
林
省
文
化

庁
所
属
の
任
智
富
団
長
は
じ
め

十
五
名
の
団
員
が
、
色
鮮
や
か
な

衣
装
を
纏
い
軽
や
か
な
身
の
こ
な

し
に
観
客
は
魅
了
さ
れ
た
。

　

吉
林
省
と
県
と
の
交
流
は
昭
和

六
十
二
年
か
ら
で
芸
協
は
平
成
七

年
よ
り
加
わ
っ
て
い
る
。
去
年
は

当
協
会
茶
道
部
が
交
流
を
深
め
て

き
た
。
公
演
に
先
立
ち
前
日
の
午

後
六
時
か
ら
ホ
テ
ル
コ
ム
ズ
仙
台

で
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。

動
を
呼
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。

　

一
行
は
コ
ン
サ
ー
ト
当
日
昼
過

ぎ
に
ホ
ー
ル
入
り
し
ま
し
た
。
李

イ
ン
チ
ョ
ル
団
長
以
下
十
名
の
出

演
者
は
、
ス
テ
ー
ジ
上
の
立
ち
位

置
に
よ
る
響
き
の
違
い
ま
で
丁
嚀

に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
し
た
。

　

団
長
と
韓
国
芸
術
文
化
団
体
総

連
合
会
大
邱
広
域
市
連
合
会
事
務

局
長
の
お
話
に
よ
る
と
、
大
邱
に

は
音
楽
専
用
の
音
響
効
果
の
高
い

施
設
は
無
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
を
褒
め
て
く
だ
さ

り
、
初
め
て
使
用
す
る
ホ
ー
ル
の

響
き
に
つ
い
て
、
微
に
入
り
細
に

入
り
確
か
め
て
、
納
得
の
行
く
ま

で
リ
ハ
ー
サ
ル
を
続
け
ま
し
た
。

　

本
番
ス
テ
ー
ジ
前
半
は
、
イ　

カ
ン
タ
ン
テ
ィ
男
声
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ソ
ロ
・
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
で
、
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ

や
オ
ペ
ラ
か
ら
の
作
品
を
取
り
上

げ
、
迫
力
の
あ
る
魅
力
的
な
歌
声

に
聴
衆
の
拍
手
が
続
き
ま
し
た
。

　

後
半
は
芸
協
会
員
に
よ
る
演

奏
。
最
初
は
福
原
佳
三
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
独
奏
、
続
い
て
鶴
岡
た
み
子

さ
ん
の
マ
リ
ン
バ
独
奏
、
最
後
は

渡
部
ジ
ュ
デ
ィ
ス
さ
ん
の
独
唱
と

盛
り
沢
山
の
内
容
に
、
聴
衆
も
大

感
激
の
大
き
な
拍
手
の
渦
の
中
、

終
演
を
迎
え
ま
し
た
。

　

「
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
声
は

初
め
て
聞
い
た
」「
聞
き
に
来
て

得
を
し
た
」
な
ど
な
ど
、
お
見
送

り
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
耳
に
し
た

こ
と
も
報
告
し
、
会
員
の
皆
様
に

数
々
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（

洋
楽
部
）

仙台・大邱音楽交流会
於：仙台市青年文化センター　　
　　　　　　　コンサートホール
６月21日（日）PM 4：00

吉林省京劇公演
於：東京エレクトロンホール宮城

「孫悟空」舞台を飛ぶ

迫力ある歌声に拍手
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長
年
県
内
の
高
等
学
校
で
教
職
に
就
き
、
美

術
教
育
の
指
導
に
携
わ
っ
て
き
た
。こ
れ
ま
で
、

日
展
で
は
連
続
六
回
の
入
選
を
果
た
し
て
い

る
。
河
北
工
芸
展
の
招
待
作
家
と
し
て
も
活
躍

し
て
い
る
と
と
も
に
、
日
本
現
代
工
芸
美
術
展

に
出
品
し
、現
代
工
芸
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、

新
翔
工
芸
会
に
も
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
今

後
も
自
身
の
制
作
意
欲
と
向
き
合
い
な
が
ら
、

見
る
者
へ
感
銘
を
与
え
る
作
品
制
作
が
期
待
さ

れ
る
。

　

仙
台
市
泉
区
在
住
。

　

美
術
大
学
卒
業
後
、
安
井
賞
、
池
田
満
寿
夫

記
念
芸
術
賞
、宮
城
県
芸
術
祭
を
始
め
と
し
て
、

数
々
の
国
際
展
や
国
内
展
で
受
賞
歴
が
あ
り
、

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

一
方
で
、
県
内
新
進
作
家
達
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
「
杜
の
都
の
ア
ー
ト
展
」
の
実
行
委
員
長

を
務
め
る
な
ど
文
化
活
動
の
推
進
役
と
し
て
活

発
に
活
動
し
て
い
る
。

　

地
元
に
根
ざ
し
た
文
化
活
動
の
旗
手
と
し

て
、
ま
た
絵
画
活
動
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く

実
行
力
の
発
揮
が
期
待
さ
れ
る
。

　

五
十
四
歳
。
仙
台
市
青
葉
区
在
住
。

　

美
術
大
学
で
日
本
画
を
学
ぶ
。河
北
美
術
展
、

日
春
展
、
日
展
で
の
入
選
、
入
賞
歴
が
多
数
あ

る
。
平
成
二
十
年
十
月
、第
四
十
回
日
展
に「
美

野
の
陽
々
」
を
出
品
し
、
特
選
を
受
賞
す
る
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
現
代
に
お
け
る
母
子
像
で
あ

り
、
人
物
間
の
複
雑
で
微
妙
な
心
理
的
内
容
の

象
徴
的
造
形
化
に
特
色
が
あ
る
。

　

県
内
日
本
画
界
に
あ
っ
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
く
中
、
自
分
自
身
の
感
性
を
信
頼
し

て
作
品
を
産
み
出
す
制
作
の
在
り
方
を
さ
ら
に

追
求
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

仙
台
市
青
葉
区
在
住
。

　

こ
の
た
び
は
「
宮
城
県
芸
術
選
奨
」
と
い
う

大
変
立
派
な
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

芸
術
協
会
で
は
芸
術
祭
や
多
く
の
行
事
を
通

し
て
貴
重
な
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

先
生
方
諸
先
輩
に
ご
指
導
を
賜
り
、
友
人
や

お
仲
間
に
励
ま
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
一
層
精
進
し
芸
術
協
会
の
発
展
に

微
力
な
が
ら
尽
力
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
共
宜
し
く
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

あ
る
展
覧
会
の
打
ち
合
せ
の
帰
り
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
中
で
芸
術
協
会
の
小
山
喜
三
郎
先

生
に
「
こ
こ
二
、三
年
間
の
資
料
あ
る
」
と
尋

ね
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
賞
の
は
じ
ま
り
で
し
た
。

平
成
二
十
年
度
は
実
績
も
な
い
の
で
、
先
生
は

苦
労
し
て
推
薦
文
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
県
内
外
の
方
々
が
対
象
の
こ
の
賞
は

ビ
ッ
ク
ネ
ー
ム
も
多
く
、
私
が
、
と
い
う
感
じ

で
す
。
一
人
で
制
作
し
発
表
し
続
け
る
こ
と
は

大
変
な
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
切
磋
琢
磨
し
て

き
た
仲
間
と
発
表
の
場
の
存
在
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

青
い
空
、
蒼
い
海
、
寄
せ
る
大
涛
、
砕
け
散

る
白
波
、
緑
の
松
越
し
に
眺
め
る
唐
桑
の
海
が

心
に
棲
み
つ
い
て
い
ま
す
。少
女
時
代
の
私
は
、

た
だ
た
だ
松
風
と
潮
騒
を
聞
き
に
出
か
け
て
い

ま
し
た
。
最
近
の
私
は
優
し
さ
を
表
現
し
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

作
品
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
嬉
し
さ
反
面

畏
れ
多
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に

嬉
し
い
と
思
え
る
よ
う
に
、
日
々
研
鑽
を
積
み

い
い
作
品
を
創
る
こ
と
に
い
ど
む
心
を
育
て
た

い
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

日本画
佐藤朱希氏
（美術）

洋　画
中村喜吉氏
（美術）

工　芸
平澤富子氏
（美術）

仲
間
か
ら
の
励
ま
し

発
表
の
場
の
存
在

い
ど
む
心
を
育
て
て

　宮城県は６月15日、東京エレクトロンホール宮城で平成20年度の宮城県芸術選奨の顕彰を行った。芸
術協会会員では佐藤朱希、中村喜吉、平澤富子の三氏が芸術選奨を受賞した。また会員外では美術（写真）
の飯沢耕太郎、舞踊の横田百合子、メディア芸術の宮藤官九郎の三氏が芸術選奨を受賞。美術（彫塑）の
高橋健太郎、文芸（短歌）の駒田晶子、音楽（器楽）の高橋麻子、演劇の前田有作の各氏が芸術選奨新人
賞を受賞した。
　協会会員の受賞者のプロフィールと「受賞のことば」を紹介する。

宮城県芸術選奨受賞の喜び
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平
成
二
十
一
年
度
の
宮
城
県
芸

術
協
会
研
修
旅
行
は
、
七
月
五
日

か
ら
十
一
日
ま
で
の
七
日
間
の
日

程
で
、
中
国
湖
南
省
の
世
界
遺
産

「
武
陵
源
と
馬
王
堆
漢
墓
」
な
ど

中
国
の
大
自
然
と
長
い
歴
史
を
回

る
旅
で
あ
っ
た
。

　

高
橋
通
子
副

理
事
長
を
団
長

と
す
る
一
行

十
五
名
は
、
五
日
午
後
仙
台
空
港

を
飛
び
立
ち
夏
雲
の
日
本
海
を
越

え
て
、
意
気
揚
々
と
上
海
空
港
に

着
い
た
筈
だ
っ
た
が
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
水
際
作
戦
と
や
ら

で
、
上
海
空
港
に
し
ば
し
足
止
め

さ
れ
、
出
鼻
を
挫
か
れ
て
し
ま
っ

た
。
気
を
取
り
直
し
て
国
内
線
に

乗
り
換
え
た
も
の
の
張
家
界
空
港

へ
着
い
た
時
は
既
に
深
夜
。
一
行

を
乗
せ
た
バ
ス
は
大
陸
の
漆
黒
の

闇
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
宿

に
着
い
た
の
は
午
前
零
時
こ
ろ
。

「
こ
ん
な
も
の
だ
ろ
う
」
と
呟
い

て
ベ
ッ
ト
に
入
っ
た
。

　

二
日
目
は
「
天
子
山
自
然
保

護
区
」。
世
界
一
の
規
模
を
誇
る

百
龍
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
一
気
に

三
二
六
メ
ー
ト
ル
上
昇
し
て
袁
家

界
山
頂
に
立
っ
た
。
最
初
に
目
に

し
た
魂
迷
台
か
ら
の
景
色
に
、
ま

ず
度
肝
を
抜
か
れ
た
。
眼
前
に
広

が
る
奇
岩
奇
峰
の
列
は
ま
さ
に
仙

境
と
云
う
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
。

勿
論
、
何
ど
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押

し
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

　

そ
し
て
天
子
山
へ
移
動
。
天
子

山
に
は
「
峰
三
千
」
と
呼
ば
れ
る

砂
岩
群
峰
が
連
な
り
「
雲
海
、
峰

林
、
日
の
出
、
冬
景
色
」
の
四
つ

の
絶
景
が
あ
る
と
云
わ
れ
て
い

る
。
欲
張
ら
ず
に
「
峰
林
」
だ
け

を
愉
し
ま
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

山
を
降
り
る
と
渓
谷
美
だ
。

「
十
里
回
廊
」
と
呼
ば
れ
る
渓
谷

を
ト
ロ
ッ
コ
電
車
で
往
復
。
両
側

に
聳
え
る
仙
女
拝
観
音
、
採
菜
老

人
、
寿
星
迎
賓
、
三
姉
妹
岩
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
岩
峰
を
楽
し
ん
だ
。

　

三
日
目
は
「
張
家
界
国
家
森

林
公
園
」
内
の
「
黄
石
寨
」
と

「
金
鞭
谿
谷
」
の
見
学
。
黄
石
寨

（
一
〇
九
二
ｍ
）
の
山
頂
展
望
台

に
登
る
と
、
民
族
衣
装
を
着
た
白パ
イ

族
の
少
女
が
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ

た
。
何
と
も
可
愛
い
少
女
な
の
で

一
緒
に
写
真
に
納
ま
っ
た
ら
、
モ

デ
ル
料
と
し
て
三
十
元
も
請
求
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
山
上
レ
ス
ト
ラ

ン
「
黄
石
寨
賓
庁
」
で
昼
餉
。
茸

料
理
、
金
鞭
魚
料
理
等
に
舌
鼓
を

打
っ
た
。ガ
イ
ド
の
孫
さ
ん
が「
肉

は
蛙
だ
よ
」
と
い
う
ま
で
の
話
。

　

四
日
目
、「
索
渓
峪
自
然
保
護

区
」
の
中
国
一
の
鍾
乳
洞
「
黄
龍

洞
」
を
探
検

し
て
長
沙
市

へ
。
日
本
人

観
光
客
は
足
を
ほ
と
ん
ど
向
け
な

い
街
だ
と
か
。
夕
食
は
千
人
が
食

事
可
能
と
い
う
世
界
最
大
の
レ
ス

ト
ラ
ン
西
湖
楼
で
摂
る
。
地
酒
は

土
家
人
（
フ
ジ
ャ
ー
レ
ン
）
が

五
二
度
、
竹
葉
酒
は
四
五
度
と
強

い
。
美
味
い
が
酔
い
の
回
り
が
早

い
の
が
欠
点
。

　

五
日
目
、
湘
江
の
中
洲
公
園
を

散
策
後
、
中
国
古
代
四
大
書
院
の

一
つ
嶽
麓
書
院
を
訪
ね
た
。
西
暦

九
七
六
年
に
建
て
ら
れ
た
書
院
。

世
界
最
古
の
大
学
で
毛
沢
東
な
ど

中
国
歴
代
の
指
導
者
を
輩
出
し
て

い
る
と
こ
ろ
。「
こ
こ
に
立
っ
た

だ
け
で
頭
が
良
く
な
る
の
よ
」
と

ご
婦
人
に
囁
か
れ
私
は
喜
ん
で
騙

さ
れ
た
。
午
後
は
湖
南
省
博
物
館

を
訪
ね
る
。
三
十
七
年
前
馬
王
堆

漢
墓
が
発
見
さ
れ
、
二
一
〇
〇
年

前
の
王
族
の
女
性
が
腐
敗
す
る
こ

と
な
く
完
全
な
状
態
で
発
掘
さ
れ

た
と
い
う
。
そ
の
女
性
と
の
面
会

を
果
た
し
中
国
の
遠
い
歴
史
に
思

い
を
馳
せ
た
。

　

六
日
目
、
上
海
に
移
動
。
歴
代

の
名
品
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
上
海
博

物
館
を
見
学
。
青
銅
器
、
陶
磁

器
、
書
画
等
の
世
界
的
逸
品
に
眼

を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
中
国
が

秘
め
て
い
る
底
力
を
見
せ
つ
け
ら

れ
た
。

　

夕
方
、
南
京
西
路
商
店
街
を
散

策
。
街
の
風
景
を
撮
っ
て
い
た
ら

怪
し
げ
な
男
女
が
「
遊
び
に
行
こ

う
」
と
近
づ
い
て
き
た
。
中
国
が

抱
え
る
裏
事
情
の
一
面
だ
。

　

中
国
最
後
の
晩
餐
は
、
黄
浦
江

に
沿
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
「
廊
亦

舫
」。
夜
の
帳
が
降
り
る
に
つ
れ

川
岸
の
ネ
オ
ン
が
輝
き
だ
す
。
最

高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
眺
め
な
が

ら
盃
を
傾
け
、「
短
い
旅
」
を
振

り
返
り
「
来
年
も
来
よ
う
ね
」
と

誓
い
合
っ
た
。

　

七
日
目
、
い
よ
い
よ
帰
国
。
十

時
三
十
五
分
上
海
空
港
を
離
陸
。

十
四
時
二
十
五
分
仙
台
空
港
に
無

事
到
着
。
旅
は
終
わ
り
を
告
げ
、

充
実
し
た
時
間
を
素
晴
ら
し
い
仲

間
と
過
ご
し
た
と
い
う
、
大
き
な

満
足
感
だ
け
が
残
っ
た
。

　

さ
り
気
な
く
握
手
し
て
去
り

夏
終
わ
る　

光
一

武
陵
源
研
修
旅
行
始
末
記

文・写真　佐々木光一（写真部）

百龍エレベーターで袁家界山頂へ
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石
巻
芸
術
文
化
祭
・

み
や
ぎ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

ｉ
ｎ
石
巻
が
「
夢
へ
祈

り
の
道
は
る
か
」
と
題

し
、
十
月
二
十
五
日

（
日
）
十
二
時
よ
り
石

巻
市
民
会
館
で
開
催
さ

れ
た
。

　

第
一
部
は
石
巻
文
化

協
会
が
中
心
で
日
本
の
伝
統
文
化

の
筝
曲
と
日
本
舞
踊
。
出
演
は
生

田
流
筝
曲
「
糸
の
会
」、
藤
扇
流

裕
園
会
、
高
嶺
流
か
つ
ら
会
、
江

戸
芸
か
っ
ぽ
れ
「
櫻
川
后
萠
社

中
」、
山
勢
松
韻
会
宮
城
支
部
、

藤
間
流
京
緑
会
、
奈
富
士
会
、
喜

三
則
会
、
藤
石
会
の
各
社
中
。

　

第
二
部
は
当
協
会
音
楽
部
（
洋

楽
）
と
石
巻
文
化
協
会
員
と
の
共

演
。
演
奏
は
当
協
会
員
斎
藤
功
一

（
ギ
タ
ー
）、
古
溝
徹
（
サ
ク
ソ

フ
ォ
ン
）、山
田
み
づ
ほ
（
フ
ル
ー

ト
）、
佐
藤
順
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

渋
谷
る
り
子
（
ピ
ア
ノ
）
の
各

氏
。
小
野
こ
う
子
社
中
（
筝
曲
）

杉
本
富
美
子
音
楽
教
室
、
石
巻
マ

ン
ド
リ
ー
ノ
（
マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ

タ
ー
）
石
巻
合
唱
連
盟
（
石
巻
地

方
二
十
九
団
体
）の
演
奏
と
合
唱
。

水
沼
慎
一
郎（
作
曲
家
）新
作「
奥

の
細
道
」
が
佐
藤
順
子
の
ソ
プ
ラ

ノ
独
唱
で
発
表
さ
れ
た
。

　

県
民
と
当
協
会
絵
画
部
が
美
術

交
流
を
目
的
と
し
て
「
秋
の
一
日

ゲ
イ
ジ
ュ
ツ
し
ま
し
ょ
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
十
月
十
日
（
土
）
仙
台

市
戦
災
復
興
記
念
館
と
せ
ん
だ
い

メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
を
各
会
場
に
し

て
開
催
さ
れ
た
。

Ⅰ
．
人
物
ク
ロ
ッ
キ
ー

　

山
岸
俊
夫
、
大
内
欽
二
、
櫻
田

勝
子
の
三
氏
を
迎
え
、モ
デ
ル（
裸

婦
）
を
使
っ
て
初
心
者
で
も
簡
単

に
人
体
を
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に

描
く
講
習
会
が
も
た
れ
た
。

Ⅱ
．
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

同
日
午
後
三
時
か
ら
五
時
ま
で

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
五

階
・
六
階
を
会
場
に
成
人
を
対
象

に
行
わ
れ
た
。
開
催
中
の
絵
画
展

ミュージックフェスタ2009
石巻市民会館

「
ゲ
イ
ジ
ュ
ツ
し
ま
し
ょ
う
」

絵
画
部
と
県
民
交
流

の
作
品
を
見
な
が
ら
今
日
の
絵

画
、
美
術
事
情
や
展
示
に
係
る
話

を
東
北
生
活
文
化
大
学
教
授
北
折

整
氏
が
披
露
し
た
。

Ⅲ
．
絵
画
楽
園

　

同
日
一
時
か
ら
三
時
ま
で
同
会

場
で
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
美
術

と
は
楽
し
い
も
の
と
実
感
で
き
る

体
験
対
話
形
式
の
鑑
賞
会
が
行
わ

れ
た
。
講
師
は
大
場
仁
、
今
井
宣

子
の
両
氏
が
つ
と
め
た
。

　

第
四
十
六
回
県
芸
術
祭
の
文
学

散
歩
「
北
信
濃
路
の
文
学
紀
行
」

が
九
月
二
十
九（
火
）三
十
日（
水
）

の
一
泊
二
日
の
日
程
で
行
わ
れ

た
。
六
時
間
あ
ま
り
高
速
道
を
乗

り
継
ぎ
、
ま
ず
訪
れ
た
の
は
「
軽

井
沢
高
原
文
庫
」。
霧
雨
に
濡
れ

な
が
ら
軽
井
沢
を
愛
し
た
文
人
を

北
信
濃
へ
の
文
学
散
歩

偲
ん
だ
。
そ
の
後
小
諸
城
址
懐
古

園
・
藤
村
記
念
館
を
見
学
。
夕
闇

の
せ
ま
る
頃
千
曲
川
に
沿
う
戸
倉

上
山
田
温
泉
亀
谷
本
店
に
到
着
。

　

二
日
目
は
「
無
言
館
」「
一
茶

館
」
を
訪
ね
た
。
小
布
施
で
昼
食

後
一
路
仙
台
に
向
う
。
午
後
八
時

仙
台
駅
に
て
全
員
無
事
解
散
。

　

今
回
は
移
動
の
距
離
が
長
か
っ

た
が
二
十
八
名
の
参
加
者
は
秋
の

北
信
濃
を
十
分
に
堪
能
し
心
に
残

る
旅
で
あ
っ
た
。

　

平
成
十
九
年
度
の
総
会
で
定
款

の
一
部
改
正
が
提
案
さ
れ
、
定
款

の
変
更
は
会
員
数
の
四
分
の
三
で

は
な
く
、
三
分
の
二
の
同
意
で
成

立
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
し

か
し
定
款
検
討
小
委
員
会
か
ら
答

申
さ
れ
た
改
革
の
諸
問
題
は
、
懸

案
事
項
と
し
て
引
き
継
が
れ
た
。

　

二
十
年
度
で
は
理
事
会
が
、
定

款
、
財
政
、
将
来
展
望
の
三
分
科

会
に
分
か
れ
、
夫
々
に
幾
度
と
な

く
討
議
を
重
ね
て
年
度
末
に
結
論

を
ま
と
め
て
い
る
。

　

し
か
し
新
た
に
、
社
団
法
人
と

公
益
法
人
の
ど
ち
ら
を
選
択
す
る

か
当
協
会
も
二
者
択
一
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
二
月
一

日
か
ら
申
請
を
受
け
付
け
、
平
成

二
十
五
年
度
ま
で
に
完
了
す
る
よ

う
に
と
の
指
示
で
あ
る
。
こ
の
為

に
本
年
度
は
理
事
会
を
一
回
増
や

し
て
審
議
に
あ
た
り
、
第
二
回
理

事
会
で
は
会
員
の
三
浦
二
郎
氏
を

講
師
に
勉
強
会
を
開
催
し
た
。
第

三
回
理
事
会
で
は
、
公
益
法
人
検

討
委
員
会
を
結
成
し
、朴
澤
一
草
、

中
塚
仁
、
大
場
尚
文
、
田
村
政
晴
、

髙
橋
威
仙
、
小
山
喜
三
郎
の
六
氏

が
委
嘱
さ
れ
た
。

　

昨
年
度
の
三
分
科
会
の
ま
と
め

の
中
で
、
一
致
し
た
テ
ー
マ
『
芸

協
の
理
想
と
目
標
』
を
明
確
に
し

た
上
で
、
公
益
法
人
と
一
般
法
人

と
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を

比
較
検
討
し
、
理
事
会
に
は
か
っ

て
か
ら
会
員
の
皆
さ
ん
に
提
案
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

芸
術
協
会
の
将
来
を
決
め
る
大

切
な
分
岐
点
の
選
択
と
な
り
ま
す

の
で
、
検
討
委
員
会
の
進
行
状
況

を
、
次
回
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
様
の
活
発
な
ご
意
見
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

「
公
益
法
人
検
討

委
員
会
」
に
つ
い
て

理
事
長　

小　

山　

喜
三
郎

謹　
　

弔

書
道
部　
　
　
　
　

山
田
耕
与
殿

平
成
20
年
９
月

茶
道
部
（
織
田
流
）
渡
辺
南
童
殿

６
月
４
日

書
道
部　
　
　
　
　

駒
沢
翠
雲
殿

６
月
４
日

書
道
部　
　
　
　
　

浜
田
一
堂
殿

６
月
10
日

絵
画
部
（
洋
画
）　 

遠
藤
和
伸
殿

７
月
11
日

絵
画
部
（
洋
画
）
小
野
寺
伸
夫
殿

８
月
23
日

文
芸
部
（
俳
句
）
太
田
み
つ
子
殿

８
月
2�
日

文
芸
部
（
短
歌
）　 

三
浦
ひ
ろ
殿

11
月
４
日
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事

務

局

日

誌

会 

務 

報 

告

６
・
４　

 
東
北
・
北
海
道
芸
術
文
化
団

体
協
議
会
総
会

○
平
成
20
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

７
・
1�　

理
事
会

○
日
韓
交
流
事
業(

音
楽
会)
に
つ
い
て

○
新
入
会
員
の
承
認
に
つ
い
て

○
講
演
会　

公
益
法
人
制
度
の
改
革
に

つ
い
て

９
・７　
理
事
会

○
��
周
年
記
念
行
事
（
芸
術
ふ
れ
あ
い

広
場
Ⅲ
）
に
つ
い
て

○
県
補
助
金
（
文
部
科
学
省
）
の
文
化

芸
術
振
興
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

○
公
益
法
人
制
度
改
革
関
連
法
に
基
づ

く
一
般
社
団
法
人
及
び
公
益
社
団
法

人
の
方
向
等
を
検
討
す
る
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て

後　
　
　

援

☆
第
��
回
書
禅
会
書
展

７
月
1�
日
～
７
月
22
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
宮
城
示
現
会
美
里
展

７
月
22
日
～
７
月
2�
日

美
里
町
近
代
文
学
館
町
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

☆
第
��
回
筆
祭
り
全
国
書
道
展

８
月
７
日
～
８
月
12
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
13
回
グ
ラ
ン
・
ラ
パ
ン
協
会
展

８
月
1�
日
～
８
月
19
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
５
Ｆ

☆
第
�2
回
春
光
会
展

８
月
18
日
～
８
月
23
日

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
緒
絶
の
館

８
月
2�
日
～
８
月
30
日

美
里
町
近
代
文
学
館

☆
第
3�
回
宮
城
野
書
道
展

８
月
28
日
～
９
月
２
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
1�
回
宮
城
独
立
美
術
の
会

８
月
28
日
～
９
月
２
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
��
回
宮
城
水
彩
展
栗
原
展

８
月
28
日
～
９
月
５
日

栗
原
文
化
会
館

☆
第
28
回
新
芸
術
東
北
展

９
月
４
日
～
９
月
９
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
山
田
明
於
絵
画
教
室
第
10
回
合
同
展

９
月
４
日
～
９
月
９
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
2�
回
都
山
流
尺
八
演
奏
会

９
月
６
日

仙
台
市
若
林
区
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

☆
第
3�
回
宮
城
新
協
美
術
展

９
月
10
日
～
９
月
1�
日

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

展
示
室

☆
齢
八
十
二
の
ク
リ
エ
イ
ト
長
井
四

枝
小
品
展―

墨
象―

９
月
18
日
～
９
月
23
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
��
回
仙
台
三
曲
協
会
定
期
演
奏
会

10
月
11
日

仙
台
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

☆
平
成
21
年
度
（
第
32
回
）
大
伴
家

持
の
つ
ど
い
短
歌
大
会

10
月
11
日

東
北
歴
史
博
物
館

☆
ウ
ィ
ー
ン
・
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ゼ

ン
と
仲
間
た
ち

10
月
13
日

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

☆
第
18
回
河
北
工
芸
展

10
月
13
日
～
10
月
19
日

さ
く
ら
野
百
貨
店

☆
日
本
歌
曲
と
朗
読
の
夕
べ

10
月
1�
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21
小
ホ
ー
ル

☆
和
京
会
書
展

10
月
1�
日
～
10
月
21
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
池
田
和
京
書
作
展

10
月
1�
日
～
10
月
21
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
19
回
硯
の
ふ
る
さ
と
東
北
書
画
展

10
月
1�
日
～
11
月
８
日

石
巻
市
雄
勝
硯
伝
統
産
業
会
館

☆
創
立
20
周
年
記
念
第
10
回
桃
源
書
展

10
月
23
日
～
10
月
2�
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
29
回
「
日
本
の
調
べ
」
筝
曲
演
奏
会

10
月
2�
日

仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ル

☆
第
1�
回
彩
泉
会
洋
画
展

10
月
2�
日
～
10
月
29
日

仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
２
階
展
示
ロ

ビ
ー

☆
チ
ル
コ
ロ
・
フ
ロ
ー
ラ
第
��
回
マ

ン
ド
リ
ン
定
期
演
奏
会

10
月
2�
日

仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ル

☆
「
韓
・
日
現
代
美
術
交
流
展
」

10
月
2�
日
～
11
月
３
日

駐
仙
台
大
韓
民
国
総
領
事
館

☆
第
８
回
夢
・
楽
描
き
展

10
月
30
日
～
11
月
４
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
Ａ
Ｒ
Ｔ　

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
2009 

in
仙
台

10
月
30
日
～
11
月
４
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
ク
レ
ー
ル
バ
レ
エ
ア
ト
リ
エ
第
1�

回
発
表
会

11
月
３
日

仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ル

☆
二
科
会
写
真
部
「
第
3�
回
東
北
公

募
展
」

11
月
５
日
～
11
月
８
日

八
戸
市
美
術
館

☆
第
3�
回
素
心
会
書
道
展

11
月
６
日
～
11
月
11
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
3�
回
教
育
書
道
研
究
会
学
生
部
書

道
展11

月
６
日
～
11
月
11
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
1�
回
人
物
画
研
究
会
作
品
展

11
月
６
日
～
11
月
11
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
3�
回
書
道
展

11
月
６
日
～
11
月
８
日

登
米
市
迫
体
育
館
卓
球
室
特
設

ホ
ー
ル

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
第
9�
回
日
本
水
彩
展

〈
洋
画
〉
▽
損
保
ジ
ャ
パ
ン
美
術
財
団

奨
励
賞
＝
松
永
弘
▽
会
員
奨
励
賞
＝
吉

田
利
弘

◇
再
興
第
9�
回
院
展
入
選

〈
日
本
画
〉
大
泉
佐
代
子
、
櫻
田
勝
子

◇
第
��
回
日
本
伝
統
工
芸
展
入
選

〈
工
芸
部
〉（
陶
芸
）
浅
野
治
志
、
橋

本
昌
彦
（
木
工
）
本
間
潔
（
七
宝
）
安

藤
令
子
、
高
橋
通
子
、
種
澤
有
希
子

◇
第
��
回
行
動
美
術
展

〈
洋
画
〉
▽
会
友
奨
励
賞
＝
伊
藤
信
義

▽
会
友
推
挙
＝
若
生
正
子
▽
入
選
＝
高

橋
幸
造

◇
第
18
回
河
北
工
芸
展

〈
工
芸
部
〉
▽
宮
城
県
知
事
賞
＝
（
陶

芸
）
中
山
晴
代
▽
宮
城
県
教
育
委
員
会

教
育
長
賞
＝
（
七
宝
）
安
藤
令
子
▽
宮

城
県
芸
術
協
会
賞
＝
（
染
織
）
あ
つ
み

智
子
▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙
台
放
送
局
長
賞
＝

（
陶
芸
）
島
見
美
由
紀

◇
中
日
友
好
芸
術
交
流

▽
特
別
貢
献
奨
＝
〈
書
道
部
〉
菊
田
翠

谷
〈
洋
画
〉
小
山
喜
三
郎
〈
工
芸
部
〉

高
橋
通
子
〈
洋
画
〉
早
坂
貞
彦

◇
第
�1
回
日
展

▽
文
部
科
学
大
臣
賞
＝
（
日
本
画
）
能

島
和
明
▽
無
鑑
査
入
選
＝
（
日
本
画
）

佐
藤
朱
希
▽
入
選
＝
（
日
本
画
）
安
住

小
百
合
、
天
笠
慶
子
、
奥
山
和
子
、
菅

井
粂
子
、
吉
田
輝
、
七
宮
牧
子

退 

会 

会 

員

【
絵
画
】〈
日
本
画
〉
神
吉
外
茂
子
〈
洋

画
〉
鎌
本
美
樹
子
【
工
芸
】〈
染
織
〉
高

橋
熙
子
（
洋
子
）〈
陶
芸
〉
矢
矧
美
枝

子
【
書
道
】
大
友
松
鶴
（
肇
）、
守
山

薫
風
（
宏
子
）、丹
野
晃
、阿
部
華
石
（
義

一
）、相
澤
紅
蕙
（
か
ほ
る
）【
華
道
】〈
草

月
〉
千
葉
雨
香
（
さ
つ
子
）〈
本
原
遠

州
流
〉
鈴
木
一
榮
（
栄
子
）【
音
楽
】〈
洋

楽
〉
佐
藤
ミ
エ
〈
邦
楽
〉
澤
村
松
馨
（
香

代
子
）〈
長
唄
〉
杵
屋
和
加
栄
（
庄
司

栄
子
）、今
野
博
子
、小
田
島
英
子【
文
芸
】

〈
短
歌
〉
生
江
良
康
、
鹿
又
寛
、
二
宮

以
義
〈
俳
句
〉
浅
沼
眞
規
子
、
矢
幅
正

男
【
茶
道
】〈
表
千
家
〉
岩
佐
宗
寿
（
照

子
）、
水
上
宗
志
（
せ
つ
）、
度
辺
宗
喜

（
喜
久
子
）〈
三
彩
流
〉
森
宗
波
（
治

子
）、
遠
藤
松
華
（
良
子
）、
鹿
野
芳
葉

（
紀
子
）〈
石
州
清
水
流
〉岩
渕
輝
斎（
照

子
）〈
文
雅
静
庵
流
〉
相
原
静
恵
（
和
枝
）

〈
宗
徧
流
〉
奥
泉
宗
京
（
京
子
）【
写
真
】

髙
橋
史
明
、
小
林
貞
夫

　

街
路
樹
が
色
づ
き
秋
の
深
ま
り

を
感
じ
る
季
節
と
な
っ
た
。
こ
の

時
季
を
彩
る
も
の
に
宮
城
県
芸
術

祭
が
あ
る
。
今
年
は
四
十
六
回
目
。

県
民
と
の
さ
ら
な
る
ふ
れ
合
い
と

参
加
を
目
ざ
し
て
、
九
月
二
十
五

日
か
ら
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

ク
を
中
心
会
場
と
し
て
開
幕
し
た
。

二
か
月
に
わ
た
る
ロ
ン
グ
ラ
ン
。

▼
各
部
門
に
お
い
て
、
会
員
同
士

の
交
流
を
深
め
る
絶
好
の
機
会
で

あ
り
、
貴
重
な
発
表
の
場
と
な
る
。

ふ
れ
合
い
が
さ
ら
な
る
発
表
に
つ

な
が
る
だ
ろ
う
。（
淑
）

▼
今
年
の
芸
術
祭
は
部
門
間
の
交

流
が
目
立
っ
た
。
書
道
部
と
工
芸

部
に
よ
る
文
房
清
玩
展
。
華
道
部

と
彫
刻
部
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
。

写
真
部
で
は
、
写
真
に
文
芸
部
員

が
作
品
を
詠
む
と
い
う
こ
こ
ろ
み
。

そ
の
極
め
つ
き
は
九
月
二
十
七
日

に
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で

開
催
さ
れ
た
「
芸
術
ふ
れ
あ
い
広

場
Ⅲ
」
で
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

華
道
と
邦
楽
と
文
芸
の
交
流
。
洋

楽
と
舞
踊
。
出
演
者
は
緊
張
感
の

中
で
の
純
度
の
高
い
自
己
表
現
。

観
客
は
会
場
を
つ
つ
む
熱
気
に
身

を
ひ
た
し
、
そ
こ
に
一
体
感
の
ふ

れ
あ
い
が
生
ま
れ
た
。（
佳
）

あ 

と 
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き
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と 

が 

き


